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孔
子
像
を
祀
り

釈
菜
を
行
っ
て
い
た
成
器
堂

（137）

　

成
器
堂
で
の
教
科
の
中
心
は
漢
学
（
主

に
儒
学
）
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
藩
士

教
育
の
中
核
を
儒
学
に
置
い
て
い
た
。
当

時
は
、
学
問
と
言
え
ば
孔
子
、
孟
子
な
ど

の
思
想
を
学
ぶ
儒
教
を
研
究
す
る
儒
学
を

指
す
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
藩
校
に
お

い
て
も
孔
子
を
祀
っ
て
い
た
。

　

釈し
ゃ
く

奠て
ん

と
は
孔
子
を
祀
る
典
礼
で
、
犠い
け

牡に
え

（
羊
な
ど
）・
蔬そ

菜さ
い

を
供
え
て
爵し
ゃ
く

（
三
本
足

の
酒
器
）
を
薦す
す

め
て
祭
る
意
で
、
二
月
・

八
月
の
上
の
丁ひ
の
と

の
日
に
行
う
行
事
で
あ

る
。
日
本
で
は
文
武
天
皇
（
七
〇
一
〜
七

〇
四
）
の
と
き
に
始
ま
っ
た
と
い
う
。
江

戸
幕
府
は
こ
れ
を
復
興
し
て
、
幕
府
の
学

校
で
あ
る
昌
平
黌こ
う

の
典
礼
と
し
て
行
っ

た
。
現
在
も
、
学
校
が
あ
っ
た
湯
島
聖
堂

（
国
史
蹟
）
で
、
毎
年
四
月
の
第
四
日
曜

日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
元
佐
賀
藩
の
多
久

聖
廟
（
重
文
）
で
は
、
春
秋
二
回
連
綿
と

釈
菜（
釈
奠
を
簡
略
に
し
た
も
の
）を
行
っ

て
い
る
。

　

勝
山
藩
で
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

二
月
、
藩
主
の
命
で
安
田
桃
之
助
（
甫は
じ
め

）

が
江
戸
に
遊
学
し
、
儒
学
者
芳
野
金
陵
に

つ
い
て
、
昌
平
黌
の
聖
堂
に
お
い
て
釈
奠

の
儀
式
を
学
ん
だ
。
帰
藩
の
際
に
、
現
在

勝
山
市
教
育
委
員
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

孔
子
の
銅
像
一
体
を
拝
領
し
、
成
器
堂
の

講
堂
に
安
置
し
た
。
安
政
元
年
（
一
八
五

四
）
か
ら
毎
年
五
月
二
十
日
に
安
田
甫
主

宰
の
も
と
に
様
々
な
お
供
え
を
し
、
雅
楽

を
奏
し
て
盛
大
に
執
行
し
て
い
た
。
式
が

終
わ
る
と
、塾
生（
成
器
堂
）に
は
赤
飯
が
、

藩
主
と
大
夫
・
諸
官
に
は
膰ひ
も
ろ
ぎ

（
供
え
た
あ

ぶ
り
肉
）
が
配
ら
れ
た
。

文
化
財
保
護
委
員　

増
田
公
輔

参
考
資
料
「
勝
山
藩
古
事
記
」「
日
本
教

育
史
資
料
」「
史
跡
湯
島
聖
堂
」

「
孔
子
像
」
勝
山
市
有
形
文
化
財
（
平
成
三
年
指
定
）。

市
教
育
委
員
会
に
保
管
。
孔
子
は
中
国
春
秋
時
代
の

思
想
家
・
学
者
。
明み
ん

の
遺
臣
朱し
ゅ

舜し
ゅ
ん

水す
い

が
万
治
二
年（
一

六
五
九
）
に
日
本
に
亡
命
し
た
と
き
に
携
え
て
き
た

三
体
の
孔
子
像
の
う
ち
、
現
在
伝
習
館
高
等
学
校
所

蔵
の
孔
子
像
の
姿
を
と
っ
て
お
り
、
冠
を
付
け
両
手

を
組
ん
で
い
る
。
六
角
形
の
台
座
の
隅
に
鬼き

竜り
ゅ
う

子し

（
聖
人
の
徳
に
感
じ
て
現
れ
る
と
い
う
聖
獣
）
が
鎮

座
す
る
。
銅
製
の
台
座
共
の
一
体
鋳
造
、像
高
三
〇
・

二
㎝
。

「10代の本棚」
こんな本に

出会いたい

「図解
東京スカイツリーの

しくみ」

「ニッポンの
ここがスゴイ！」

あさの　あつこ／編著
岩波書店 ＮＨＫ出版／編

堤　和彦／著
武田ランダムハウスジャパン

作家のあさのあつこをはじめとする
13人の個性豊かな大人たちが綴る
「10代の私」と「本」の物語。本と
の出会いや、その頃の心情やエピ
ソードも交えて語る。

高さ634メートルの電波塔「東京
スカイツリー」。地震など揺れへの
対策をはじめ、超高層建築完成まで
の過程を子どもにもわかるよう写真
とイラストで説明する。

ＮＨＫ－ＢＳ１の人気番組「ＣＯＯＬ　
ＪＡＰＡＮ」のプロデューサーによる日
本文化論。番組の中で語られた外国
人の言葉を紹介しながら、日本文化
の素晴らしさを再発見する。

「１４歳のための
時間論」 「星どろぼう」

「小澤征爾さんと、
音楽について

話をする」

佐治　晴夫／著
春秋社

アーノルド・ローベル／え
ほるぷ出版

小澤征爾・村上春樹／共著
新潮社

「過去という時間」はどこに行った
の？どうして「時間」は見えないの？
一生を通じて心臓が打つ回数は？な
ど「時間」の不思議さをやさしく解
き明かす。

どろぼうは空にはしごをかけ、空の星を全部
盗んでしまいました。星がひとつもなくなった
夜空には、月がぽつんと光っているだけ。さ
て、このどろぼうはどうやって捕まり、盗ま
れた星はどのように空へ戻ったのでしょうか。

カーネギー・ホールでの劇的な復活
コンサート、若い世代へと繋いでゆ
くもの－。著者が、不世出の指揮者
小澤征爾の煌めく魂に触れた迫真の
ロングインタビュー。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書
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東山いこいの森東山いこいの森
岩屋オートキャンプ場岩屋オートキャンプ場
利用申込受付利用申込受付
東山いこいの森
利用期間▶４月20日（金）～ 11月20日（火）
受付開始▶４月１日（日）午前８時30分～
※４月１日の午前10時までは林業振興課に、
それ以降は東山いこいの森にお申し込みく
ださい
・問　林業振興課（市役所１階）

（☎88‐8121）
　　　　東山いこいの森 （☎83‐1347）

岩屋オートキャンプ場
利用期間▶５月１日（火）～ 11月10日（土）
受付開始▶４月２日（月）午前８時30分～
※土・日・祝日は除く
※４月27日（金）までは観光政策課に、それ
以降は岩屋オートキャンプ場にお申し込み
ください
・問　観光政策課（市役所２階）

（☎88‐8117）
　　　　岩屋オートキャンプ場

（☎89‐3450）
　両施設とも、受け付け初日は、市役所１階
第４会議室で受け付けます。

　

平
成
24
年
4
月
使
用
分
か
ら
、

水
道
料
金
を
左
記
料
金
表
の
と
お

り
改
定
し
ま
す
。

　

水
道
使
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
） 

（
☎
88
‐
８
１
０
９
）

平
成
平
成
2424
年
４
月
使
用
分
か
ら

年
４
月
使
用
分
か
ら

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

水道料金表（抜粋） （税別）

メーター
口径

基本料金10㎥まで
超過料金　1㎥につき

H23年度 H24年度～
13ミリ 1,100円 1,150円 H23

年度
11～30㎥ 31～50㎥ 51～100㎥ 101㎥～

20ミリ 1,250円 1,300円 113円 128円 130 円 155円
25ミリ 1,450円 1,500円 H24

年度
11～30㎥ 31～50㎥ 51～100㎥ 101㎥～

40ミリ 1,650円 1,700円 120円 135円 140円 165円

H23年度：平成24年4月検針分（3月使用分）まで
H24年度：平成24年5月検針分（4月使用分）から

岩屋オートキャンプ場岩屋オートキャンプ場

平泉寺世界遺産講演会2012

松浦晃一郎氏 講演会

と　き　３月１７日（土）
　　　　午後１時30分～
ところ　教育会館　ホール
講　演　中井　均 氏（滋賀県立大学准教授）
　　　　「白山平泉寺とその時代」
対　談　中井　均 氏
　　　　松浦　義則 氏（福井大学特命教授）
※聴講無料

と　き　４月１７日（火）
　　　　午後６時30分～
ところ　勝山ニューホテル
講　演　松浦　晃一郎 氏

対　談　松浦　晃一郎 氏
　　　　山岸　正裕 勝山市長
※聴講無料
※定員200人（要申込）

問　史蹟整備課（教育会館２階）（☎88‐8113）

ユネスコ前事務局長ユネスコ前事務局長

－白山・平泉寺の世界遺産登録に向けて－－白山・平泉寺の世界遺産登録に向けて－


